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　七日市が１月７日、大井町の市神神社など市街地で行

われ、大勢の人でにぎわいました。これは、たばこ市が

起源の三百有余年の伝統的な福市。恵那駅前では、市内

の企業が七草がゆを振る舞い、参拝者の体を温めました。

　１月１３日、恵那北小学校で百人一首大会が行われ、

授業前や冬休みに練習した成果を競い合いました。先生

が上の句を詠み始めると、児童は真剣な目。かるたが見

つかると、元気よく「はい」と手を出していました。

　１月１日、長島町体育協会が開催した、伝統の長島町

元旦マラソン大会。新年の朝、スポーツに取り組み、１

年間健康で過ごせる願いを持った約１００人は、長島小学

校からゴールを目指し、元気よく出発しました。　

　串原中学校で１月１２日、書き初め大会が行われまし

た。文字にした言葉は、ことし１年の目標となる４文字

です。生徒たちは、１人ずつ前に出て、全校生徒の前で

言葉に込められた決意を発表しました。

　

市
消
防
出
初
式
が
１
月
９
日
に
開
催
。
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
３
７
８
人
の
個
人
と
、
１６

家
族
、
１６
団
体
へ
表
彰
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
前
の
中
央
通
り
で
は
、
消
防
団
や
ま
と
い

会
、
少
年
消
防
隊
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
分
列

行
進
や
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０
基
の
は
し
ご
が
立
て
ら
れ
た
、
伝
統
の
恵
那
ト
ビ
は
し

ご
登
り
で
は
、
掛
け
声
と
共
に
迫
力
あ
る
演
技
が
披
露
さ

れ
る
と
、会
場
に
は
大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

元旦マラソンでことし１年健康に

ことしの決意を書き初めに

七草がゆが振る舞われた七日市

練習成果を競い合った百人一首大会 は
し
ご
登
り
に
歓
声
が
響
い
た
出
初
式

上矢作町

夏目 健
けん

士
し

郎
ろう

くん

一
歳
お
め
で
と
う
！
い
つ

も
家
族
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。

洋
一
さ
ん
・
考
代
さ
ん

　３月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、２月１５日㈬までに申し込
んでください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

２月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

大井町

金子 和
の

愛
あ

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元

気
に
育
っ
て
ね
。

卓
憲
さ
ん
・
聖
子
さ
ん

大井町

高田 新
あら

太
た

くん

一
歳
お
め
で
と
う
！
そ
の

笑
顔
で
み
ん
な
を
ま
す
ま

す
元
気
に
し
て
ね
♡

学
さ
ん
・
な
ぎ
さ
さ
ん

大井町

牧野 百
もも

花
か

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
！

倫
久
さ
ん
・
典
子
さ
ん

山岡町

東谷 柚
ゆず

佑
ゆ

ちゃん

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
元
気
に
す
く

す
く
育
っ
て
ね
。

英
昭
さ
ん
・
絵
美
さ
ん

山岡町

伊藤 小
こ

春
はる

ちゃん

お
誕
生
日
、
お
め
で
と
う

錘
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
元
気

に
育
っ
て
ね
。

宣
晃
さ
ん
・
志
保
さ
ん

長島町

近藤 唯
ゆい

翔
と

くん

祝
一
歳
☆
食
い
し
ん
坊
で

ま
ん
丸
な
ユ
イ
に
毎
日
癒

や
さ
れ
て
る
よ
☆

道
治
さ
ん
・
美
奈
さ
ん

上矢作町

安藤 由
ゆ

真
ま

ちゃん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

か
わ
い
く
て
い
つ
も
元
気

な
由
真
が
大
好
き
だ
よ
♡

春
喜
さ
ん
・
美
帆
さ
ん

山岡町

渡邉 晴
はる

貴
き

くん

一
歳
お
め
で
と
う
♡
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
あ

れ
☆拓

博
さ
ん
・
里
織
さ
ん　

長島町

金森 美
み

結
ゆ

理
り

ちゃん

一
歳
お
め
で
と
う
。
美
し

く
人
生
を
紡
い
で
ね
！

昭
尚
さ
ん
・
朋
子
さ
ん

笠置町

安田 颯
そう

太
た

くん

一
歳
お
め
で
と
う
！
颯
太

の
笑
顔
が
み
ん
な
大
好

き
！
元
気
に
育
っ
て
ね
。

比
呂
志
さ
ん
・
正
子
さ
ん

長島町

鈴木 理
り

公
く

くん

一
歳
お
め
で
と
う
！
明
る

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

将
司
さ
ん
・
美
里
さ
ん

※コミセン＝コミュニティセンターの略 



輝
く

恵
那
人
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大
井
町
橋
場　

小お

澤ざ
わ 

隆た

か

徳の

り 

さ
ん　

６７
歳

　

「
中
山
道
大
井
宿
の
雰
囲
気
や
情
緒
を

残
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
」
と
話
す

小
澤
隆
徳
さ
ん
。
小
澤
さ
ん
は
、
大
井
町

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
と
中
山
道
大
井
塾

の
代
表
を
務
め
な
が
ら
、
行

※
あ
ん

在ざ

い

所し

ょ

の
保
存

と
活
用
を
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

大
井
宿
に
は
、
明
治
天
皇
が
泊
ま
っ
た

岩
井
家
（
宿
泊
当
時
は
伊
藤
家
）
が
残
る
。

外
観
は
、
当
時
の
面
影
が
消
え
か
け
て
い

る
が
、
一
歩
中
に
入
る
と
天
皇
が
泊
ま
っ

た
部
屋
や
畳
敷
き
の
ト
イ
レ
、
風
呂
な
ど

が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
家
は
、
２
０
０
年
ほ
ど
前
に
旅は

た

籠ご

屋
（
旅
館
）
を
し
て
い
た
。
家
の
広
さ
は

表
通
り
約
１４
㍍
、
奥
行
き
（
庭
を
含
む
）

約
５４
㍍
。
大
井
宿
で
は
大
き
な
旅
館
で
、

江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
町
家
造

り
を
今
に
残
す
貴
重
な
建
物
。

　

２０
年
ほ
ど
前
か
ら
、
改
修
を
求
め
る
声

が
あ
り
「
こ
れ
だ
け
の
建
造
物
を
眠
ら
せ

て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
み
ん
な
に

見
て
ほ
し
い
。
ま
ち
お
こ
し
に
な
れ
ば
」

と
考
え
て
い
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
こ
の
建
物
を
借
り
て
町
家
の
姿
を
復

活
さ
せ
、
後
世
に
残
す
計
画
を
立
ち
上
げ

た
。
初
め
は
、
台
所
と
ト
イ
レ
の
み
改
修

す
る
予
定
だ
っ
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

昨
年
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
旅

籠
屋
の
よ
う
に
、
復
元
し
た
。「
み
ん
な

の
思
い
が
あ
っ
て
で
き
た
」と
振
り
返
る
。

　

行
在
所
の
管
理
や
運
営
、
中
山
道
の
文

化
遺
産
を
保
存
す
る
実
行
部
隊
と
し
て
、

中
山
道
大
井
塾
を
結
成
。
１
口
１
０
０
０

円
／
年
の
会
費
を
募
り
、
行
在
所
を
運

営
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
、
会
員
は

２
７
０
人
、
目
標
は
５
０
０
人
だ
。

　

塾
で
は
、
中
山
道
の
休
憩
所
や
現
代
版

の
寺
子
屋
と
し
て
の
利
用
を
計
画
。
絵
手

紙
教
室
や
琴
教
室
、
三
学
会
、
昭
和
の
初

め
の
写
真
展
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

「
若
い
人
が
集
ま
る
催
し
を
企
画
し
た
い
」

「
小
中
高
校
生
に
も
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
利
用
や
、
歴
史

と
文
化
の
継
承
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

「
行
在
所
を
大
井
町
の
交
流
拠
点
に
し
、

春
と
秋
は
裏
庭
で
園
遊
会
を
開
き
た
い
」

と
庭
の
手
入
れ
に
も
励
む
。

明
治
天
皇
行
在
所
を
復
元

歴
史
と
文
化
の
継
承
を
期
待

　１月１９日、市は県森林組合連合会東濃支所（長島町）

と、メダリオン・ベルグラビアリゾート（串原）の２社と、

災害時に一時的な避難所として施設を使用させてもらう

協定を結びました。民間の施設との協定は初めてです。

　１月１６日から串原地区で、過疎地域買い物支援事業

の実証実験として、移動販売車を走らせています。調味

料や生活雑貨などを約１５０種類積んだ車が週に１度、地

域内数カ所の販売所を巡回し、買い物を支援します。

　１月１５日、飯地町の悠楽館付近で、どんど焼きとた

こ揚げ大会を開催。小学生の児童がどんどに着火すると、

高くまで勢いよく燃え上がりました。その後、児童や町

民らがたこを次々に揚げて、正月遊びを楽しみました。

　国の重要伝統的建造物群保存地区の岩村町本通り周辺

で、１月２２日、消防団や住民らが非常召集や消防訓練

を行いました。住民は、消防ポンプや消火栓で放水を行

い、自分たちで建物を火災から守る訓練をしました。

　認知症サポーター養成講座が 1月１７日、中野方コミ

センで開催されました。これは、誰もが安心して暮らせ

るまちづくりを目指し、認知症について正しく学ぶ講座。

この日は、５０人が受講し、熱心に話を聞いていました。

　恵那文化センターで１月１５日、「三好学博士生誕１５０

年記念フェスティバル」が開催されました。三好学博士

は、旧岩村町出身の植物学者。この日は、植物画コンクー

ルの表彰や記念講演などの多彩な催しが行われました。

三好学を顕彰し植物画コンクール 正月遊びのたこ揚げを楽しんだ

認知症を正しく学んだ講座 串原地区で買い物支援の実証実験

岩村町の伝統的建造物群を火から守れ 民間の２施設と避難所の協定

８８

※行在所＝天皇が外出したときに宿泊や休憩する仮の御所。大井町下本町の行在所には明治１３年に明治天皇が宿泊

※コミセン＝コミュニティセンターの略 


